
（1） 平成２４年９月　　第６０号

甲府市
農業委員会だより

発行

住所

電話

編集

甲府市農業委員会

〒４００-８５８５

山梨県甲府市相生二丁目１７番１号

甲府市役所相生仮本庁舎

０５５−２３７−１１６１（内線４０８３）

０５５−２３７−５８９２（直通）

甲府市農業委員会だより

編集委員会

− おもな内容 −
ページ

○ 建議書に対する回答  ２

○ 農業生産法人 旬果市場ほか   ３

○ 農政情報コーナー   ４

○ 地域かわら版   ５

○ お知らせコーナー   ６

第６０号

（甲斐のくろまる）

（天王神社祭り：桜井町）



（2）平成２４年９月　　第６０号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

一
、
担
い
手
育
成
支
援

（１）
就
農
希
望
者
へ
、
練
習
圃
場

や
指
導
の
提
供
を
。

　
ま
ず
、
県
立
農
業
大
学
校
の

就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
で
体
験

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
設
立
さ
れ
た
ア
グ
リ
マ
ス

タ
ー
ズ
甲
府
な
ど
で
も
新
規
就

農
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。ま
た
、

市
の
実
習
圃
場
も
引
き
続
き
、

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

（２）
貸
し
出
し
農
機
具
の
整
備

充
実
や
機
種
の
促
進
を
。

　
希
望
の
あ
っ
た
乗
用
モ
ア
ー

を
購
入
す
る
と
共
に
、
今
後
、

万
全
な
点
検
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（３）
農
業
基
盤
の
永
続
的
な
継
承

や
担
い
手
育
成
の
た
め
に

も
、
農
業
法
人
化
の
促
進
を
。

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
相
談
窓

口
を
始
め
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
、
法
人
化
促
進
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

二
、
基
盤
整
備
の
促
進

　
農
道
拡
幅
や
用
水
路
の
整
備

を
。
特
に
、
地
方
病
溝
渠
対
策

事
業
の
水
路
老
朽
化
に
よ
る
損

傷
が
著
し
い
。

　
現
地
調
査
を
行
い
、
施
工
の

可
否
や
緊
急
性
を
考
慮
し
、
計

画
的
に
改
良
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

三
、
地
産
地
消
の
推
進

（１）
甲
府
市
の
農
産
物
を
、
本
市

の
学
校
給
食
へ
。
小
中
学
校

で
の
食
育
や
農
業
体
験
を
。

　
平
成
２３
年
度
に
、
中
道
産
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
２
，２
５
０
本
、

山
城
産
の
ナ
ス
９
３
６
㎏
を
利

用
。
今
年
度
も
提
供
可
能
な
地

元
農
産
物
（
ブ
ド
ウ
含
む
）
を

学
校
給
食
で
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
育

園
給
食
へ
の
利
用
も
協
議
し
て

い
ま
す
。

　
学
童
農
園
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
意
向
も
確
認
し
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

（２） 

ＪＡ
直
売
所
の
店
舗
数
増
設

と
規
模
拡
大
を
。
中
心
街
直

売
所
の
本
格
実
施
を
。

　
中
心
市
街
地
の
「
ま
ん
な
か

市
場
」
は
今
年
度
も
継
続
さ
れ

ま
す
。
市
内
に
全
農
山
梨
の
直

売
所
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、ＪＡ
の
直
売
所
に
つ
い
て
は
、

ＪＡ
甲
府
市
と
協
議
し
ま
す
。

四
、
耕
作
放
棄
地
対
策

（１）
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
導

入
検
討
を
。
市
が
設
置
し
て

い
る
市
民
農
園
の
増
設
を
。

　
滞
在
型
農
園
の
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
は
、
宿
泊
施
設
と
耕
作

地
の
整
備
に
多
額
の
投
資
が
必

要
な
の
で
、
費
用
対
効
果
を
見

据
え
る
な
か
で
研
究
い
た
し
ま

す
。
市
民
農
園
の
開
設
は
、
農

業
委
員
会
・
地
域
関
係
者
と
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

（２）
企
業
参
入
に
よ
る
農
地
利

用
に
つ
い
て
支
援
を
。

　
農
地
の
活
用
策
と
し
て
、
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

支
援
等
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
・
地
域
関
係
者
・
県
等
関
係

機
関
と
連
携
し
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他

（１）
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
除
対
策

　
銃
保
持
者
の
減
少
に
伴
い
、

甲
府
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
で

は
、
今
年
度
に
狩
猟
免
許
講
習

会
等
の
開
催
を
県
等
と
協
議
し

検
討
し
て
い
ま
す
。

（２）
米
倉
山
の
太
陽
光
発
電
稼

動
に
際
す
る
活
用
策

　
現
在
、
中
道
地
区
に
は
市
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
風
土
記

の
丘
農
産
物
直
売
所
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
２6
年
に
は
地
域
複

合
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
規
模
を
拡
大
し
た
直
売
所

が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
発

電
所
に
お
い
て
直
売
所
の
ＰＲ
を

行
う
等
、
直
売
所
へ
も
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
方
策

を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

夢
の
あ
る
農
業
の
持
続
を
！

平
成
24
年
度 

甲
府
市
建
議
書
に
対
す
る
回
答

（新規貸し出し乗用モアー）



（3） 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り 平成２４年９月　　第６０号

　
大
川
和
之
さ
ん
と
妻
の
扶
水

子（
フ
ミ
コ
）さ
ん
は
、平
成
２１

年
か
ら
新
規
就
農
者
と
し
て
、

西
油
川
町
の
ハ
ウ
ス
施
設
で
、

ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
２4
日
に
大
川
家

は
、
近
代
的
な
農
業
経
営
と
、

健
康
で
明
る
い
家
庭
の
建
設
を

掲
げ
、
市
農
業
セ
ン
タ
ー
で
家

族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
家
族
経
営
協
定
は
、
家
族
が

農
事
と
家
事
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
作
業
分
担
を
始
め
、
労

働
時
間
や
給
料
、
安
全
対
策
な

ど
、
健
全
な
農
業
経
営
に
向
け

取
り
決
め
を
行
う
も
の
で
す
。

　
大
川
さ
ん
の
家
族
経
営
協
定

は
、
本
市
で
３5
家
族
目
と
な
り

ま
す
。
生
後
５
ヶ
月
の
お
子
さ

ん
も
、
協
定
書
を
し
っ
か
り
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
春
か
ら
、
農
業
生

産
法
人
と
し
て
事
業
展
開
し
て

い
る
㈱
旬
果
市
場
代
表
の
小
林

智
斉
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
上
向
山
町
在
住
の
小
林
さ
ん

は
、
東
京
で
会
社
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
の
田

畑
が
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
荒

れ
て
い
く
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
、
強
く
危
機
感
を
抱
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
小
林
さ
ん

が
出
し
た
結
論
は
『
会
社
を
創

る
』
で
し
た
。
小
林
さ
ん
の
家

は
元
々
専
業
農
家
で
し
た
が
、

自
分
一
人
が
農
業
を
す
る
よ

り
、
会
社
と
し
て
農
業
に
携
わ

り
、
次
世
代
の
担
い
手
を
育
て

て
い
き
、
そ
の
中
で
荒
れ
た
土

地
を
農
地
に
戻
す
活
動
も
し
て

い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
農
地
銀
行
も
利
用
し
、
現
在

２
ha
余
り
の
耕
作
地
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
70
ａ
程
、
以
前
は

耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
土
地
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
正
社

員
が
３
名
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

は
自
分
の
農
業
経
営
に
巣
立
っ

て
も
ら
う
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　
ＪＡ
な
ど
へ
の
出
荷
が
メ
イ
ン

で
す
が
、
消
費
者
と
よ
り
近
い

と
こ
ろ
で
、
美
味
し
さ
の
感
動

を
伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

お
客
さ
ん
と
直
接
ふ
れ
あ
え
る

様
々
な
機
会
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
『
き

み
ひ
め
』
を
東
京
の
錦
糸
町
マ

ル
シ
ェ
な
ど
に
出
店
し
、
そ
こ

か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
取
扱
い

が
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
８
月
中
旬
は
、
オ
ー
ナ
ー

制
の
梨
園
が
収
穫
時
期
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
非
営
利
の
活
動
を
行
う
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
こ
う
ふ
く
ら
ぶ
』

を
設
立
し
、次
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
へ
の
食
育
、農
業
体
験
な
ど

も
始
め
て
い
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
お
人
柄
の
小
林

さ
ん
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
右
左
口
町
の
ピ
ー
ス
工
房
な

か
み
ち
は
、
障
が
い
者
の
就
労

の
場
を
創
出
し
、
自
立
を
め
ざ

す
就
労
・
生
活
支
援
施
設
と
し

て
、
平
成
２0
年
７
月
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
近
隣
の
農
地
を
借

り
て
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
や
野
菜

作
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
ピ
ー
ス
の
会

理
事
長
の
依
田
正
吉
さ
ん
は
、

自
分
の
子
供
が
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
障
が
い

者
が
働
く
場
が
あ
ま
り
に
少
な

く
、
色
々
な
職
に
つ
い
て
自
立

す
る
た
め
の
訓
練
が
で
き
る
施

設
の
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
、

開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
通
所
者
は
現
在
２２
名
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
従
来
の
下
請

け
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
許

取
得
商
品
の
マ
グ
ロ
を
原
料
に

し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
作
り
や
、

肉
厚
で
香
り
の
良
い
高
級
原
木

シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
地
元
農
産
物

を
加
工
し
た
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
ャ
ム
類
、
高
濃
度

バ
ナ
ジ
ウ
ム
水
の
取
扱
い
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
独
自
の
商
品

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
取
材
に
訪
れ
た
の
は
、
夏
の

暑
い
日
で
し
た
が
、
Ａ
子
さ
ん

は
職
員
の
人
と
一
緒
に
畑
の
草

取
り
、
Ｂ
男
く
ん
は
い
つ
も
の

部
屋
で
マ
グ
ロ
の
血
あ
い
を
除

く
専
門
の
仕
事
、
シ
イ
タ
ケ
圃

場
で
は
、
皆
さ
ん
が
収
穫
用
の

原
木
を
手
渡
し
で
移
動
す
る
作

業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人

㈱
旬
果
市
場

社
会
福
祉
法
人

ピ
ー
ス
の
会

ピ
ー
ス
工
房
な
か
み
ち



認
定
農
業
者
・
一
般
農
家
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
答
に
ご
協
力
を
！
）

原
案
作
成
・
検
討
会
議
開
催

人
・
農
地
プ
ラ
ン
決
定

地
域
説
明
会
・
話
し
合
い

（
十
一
月
十
三
～
十
五
日
各
地
域
で

開
催
予
定
・
ご
参
加
を
！
）

（4）平成２４年９月　　第６０号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を

作
成
し
ま
す
。　

　
農
業
の
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
中
で
、
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

基
本
と
な
る
人
と
農
地
の
問
題
を

一
体
的
に
解
決
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。甲
府
市
に
お
い
て
は
、

農
地
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
農
地

の
流
動
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
は
、
人
を
中
心
に
置

い
た
農
地
の
流
動
化
の
新
た
な
取

り
組
み
で
す
。

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
内
容

　
甲
府
市
を
北
部
山
付
東
部
果
樹

地
域
（
玉
諸
、
甲
運
、
里
垣
、
相

川
、
千
代
田
等
）、
南
部
平
坦
地

域
（
山
城
、
二
川
、
大
鎌
田
等
）、

中
道
上
九
一
色
地
域
（
中
道
、
上

九
）
の
３
つ
の
地
区
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
①
規

模
拡
大
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
、

６
次
産
業
化
に
よ
る
農
畜
産
物
の

高
付
加
価
値
化
、経
営
の
多
角
化
・

複
合
化
な
ど
地
域
農
業
の
発
展
を

牽
引
す
る
経
営
体
や
将
来
こ
う
し

た
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
新
規
就

農
者
等
の
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
の
記
載
　
②
中
心
と
な
る
経

営
体
と
連
携
し
農
地
を
提
供
す
る

者
等
の
記
載
　
③
地
域
の
中
心
と

な
る
経
営
体
と
そ
れ
以
外
の
農
業

者
を
含
め
た
地
域
農
業
の
あ
り
方

④
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
に

対
す
る
農
地
の
集
積
計
画
　
⑤
地

域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
等
の
農

地
の
利
用
状
況
や
そ
れ
ら
経
営
体

へ
の
農
地
の
集
積
状
況
を
記
載
し

た
農
地
利
用
図
等
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」作
成
に

よ
る
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
　

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置

付
け
ら
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

❶
農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期

(

新
規
就
農
者)

に
給
付
金
を
給

　
付
し
ま
す
。

❷
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
に
全
て
の

耕
作
地
を
貸
し
出
す
貸
し
手

に
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

❸「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
の
経
営
耕

地
に
隣
接
す
る
農
地
を
貸
し

出
す
貸
し
手
に
交
付
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

❹「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
で
面
的
集

積
し
経
営
規
模
を
拡
大
す
る

農
業
経
営
者
に
交
付
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

❺「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
へ
の
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化

※
主
な
交
付
条
件
は
下
図
参
照

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
の

進
め
方

農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

甲
府
市
農
業
振
興
課
　
電
話 

０
５
５

−

２
４
２

−

２
６
６
１

❶青年就農給付金
（経営開始型）

❷農地集積協力金❺規模拡大加算❸分散錯圃協力金

❺スーパーＬ資金

○就農時年齢４５歳未満

○農業者となることに強

い意欲を持っている。

○農地・農業機械等の権

利を有している。

○自らの名義で生産出荷

している。

○経営開始計画が基準

に適合

○所得が２５０万円以下

※親元就農も可、但し交

付条件担当に確認を

給付額　１５０万円／年

　　　　（最長５年）

○戸別所得補償制度

　加入者・見込者

○自作地全てを白紙委任

○委任期間１０年以上

○耕作放棄地が無い。

○６年以上の利用権設定

交付単価

・０.５ha 以下

…… ３万円／戸

・０.５ha 超２ha 以下

…… ５０万円／戸

・２ha 超

…… ７０万円／戸

○戸別所得補償制度

　加入者・見込者

○新たな利用権設定

○「人・農地プラン」に

位置付けられている。

○農地全てを耕作している。

○貸借期間６年以上

○白紙委任された農地

交付単価

　　…… ２万円／１０a

○戸別所得補償制度
　加入者・見込者

○貸借期間６年以上

○白紙委任された農地

○耕作放棄地以外

交付単価

…… ５千円／１０a

○資金使途

農地取得含む施設整
備、長期運転資金

○借入限度額

　　個人１.５億円
　　法人　５億円

○金利０.６～１.３％

○当初５年間無利子
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丸
山
貯
水
池

（
通
称
、千
代
田
湖
）の
今
昔

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

編
集
委
員
　
　
長
田
　
学

　
甲
府
市
の
水
道
水
は
、
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
、
新
た
な
水

量
確
保
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
史
料
か
ら
は
、
何
箇
所
か
取

水
源
の
調
査
を
行
っ
た
が
荒
川

水
系
に
求
め
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
昭
和
２
年
か
ら
本
格

的
な
水
量
確
保
に
動
き
出
し
た
。

　
当
時
、
甲
府
市
の
上
水
道
の

歴
史
は
「
灌
漑
用
水
利
用
者
の

荒
川
沿
岸
村
と
の
抗
争
史
だ
。」

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
荒
川
の

水
利
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
を
繰
り

返
し
て
来
た
の
で
慎
重
に
事
に

臨
ん
だ
が
、
荒
川
上
流
域
か
ら

の
取
水
に
は
、
ま
た
ま
た
沿
岸

村
の
猛
反
対
に
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、県
が『
丸

山
貯
水
池
』
建
設
へ
の
調
整
案

を
出
し
、
昭
和
８
年
に
着
工
し

４
年
後
の
１２
年
に
完
成
し
た
。

規
模
は
満
水
面
積
約
２6 

ha
、
貯

水
量
約
１45
万
㎥
で
あ
る
。

　
甲
府
市
の
水
道
水
源
は
、
奥

御
岳
を
流
域
と
し
た
荒
川
水
系

で
平
瀬
に
取
水
口
が
あ
る
。

　
一
方
丸
山
貯
水
池
の
水
源
は

帯
那
山
を
流
域
と
し
帯
那
川
か

ら
流
入
し
、
一
時
貯
水
し
て
灌

漑
期
に
荒
川
へ
放
出
し
て
い
る

が
、
平
瀬
浄
水
場
よ
り
下
流
の

た
め
、
ま
さ
に
灌
漑
用
水
専
用

の
た
め
池
と
な
っ
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉

　
甲
府
市
史
・
甲
府
水
道
史

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
就
農
４
年

　
　
　
　
　（
中
ブ
ロ
ッ
ク
）

編
集
委
員
　
　
川
隅
　
一
彦

　
蓬
沢
町
の
藤
田
貴
則
さ
ん

は
、
４
年
前
お
ば
あ
さ
ん
が
急

病
で
倒
れ
、
看
病
し
な
が
ら
父

母
だ
け
で
は
畑
に
手
が
回
ら
な

い
為
、
会
社
を
休
み
家
の
手
伝

い
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
い
つ
し

か
農
業
、
ブ
ド
ウ
作
り
に
魅
力

を
感
じ
、
会
社
を
辞
め
、
農
業

一
筋
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
　

　
家
の
畑
80
ａ
に
加
え
、
ブ
ド

ウ
を
作
れ
な
く
な
っ
た
農
家
か

ら
40
ａ
の
畑
を
借
り
、
ネ
オ
マ

ス
等
か
ら
、
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
、

ロ
ザ
リ
オ
ビ
ア
ン
コ
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
高
級
品
種

へ
改
植
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
作
り
に
欠
か
せ
な

い
、
農
協
の
剪
定
講
習
会
、
ジ

ベ
処
理
や
房
つ
く
り
、
摘
粒
、

ま
た
出
荷
等
の
各
講
習
会
に
積

極
的
に
参
加
し
、
父
、
和
夫
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
ブ
ド
ウ
作

り
に
精
を
出
し
汗
を
か
い
て
い

ま
す
。

　
今
は
父
母
と
ブ
ド
ウ
作
り
を

し
て
お
り
、
早
く
良
い
伴
侶
に

め
ぐ
り
会
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
甲
斐
の
黒
丸
、

サ
ニ
ー
ド
ル
チ
ェ
等
に
も
挑
戦

し
た
い
と
い
う
、
将
来
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
好
青
年
で
す
。

　曽
根
の
根
深
葱
を
栽
培

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

編
集
委
員
　
　
志
村
　
静
男

　
曽
根
丘
陵
は
根
深
葱
の
産
地

と
し
て
、
山
梨
県
の
古
文
書
に

も
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　
上
曽
根
町
の
鈴
木
五
六
さ
ん

は
、
４
年
前
、
建
設
業
に
替
え

て
野
菜
栽
培
を
開
始
。
所
有
農

地
に
加
え
遊
休
地
も
借
り
て
、

自
分
の
機
械
で
天
地
返
し
を
行

い
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
秋
茄
子

の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
次
の
年
は
放
任
さ
れ
て
い
た

梨
園
を
貸
借
し
、
木
を
片
付
け

て
野
菜
栽
培
を
増
や
し
ま
し

た
。
今
年
も
高
齢
農
家
の
方
か

ら
、
畑
を
借
り
る
そ
う
で
す
。

　
昨
年
、
昔
か
ら
地
域
の
特
産

品
で
あ
っ
た
根
深
葱
を
栽
培
し

甲
府
市
場
に
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
の
番
組
で

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
曽
根
の
根
深
葱

を
大
々
的
に
栽
培
し
、
風
土
記

の
丘
農
産
物
直
売
所
で
も
販
売

す
る
予
定
で
す
。

　
よ
く
思
い
き
っ
て
、
熱
心
に

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

地
域
の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（丸山貯水池の着工前）

地
域
か
わ
ら
版
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笛
吹
農
協
の
理
事
変
更
に
伴

い
、
農
協
推
薦
の
委
員
が
米
山

幸
衛
委
員
か
ら
土
屋
正
人
委
員

に
、
５
月
１5
日
付
け
で
交
代
し

ま
し
た
。

　
米
山
委
員
に
は
、
長
い
間
ご

活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
農
地
法
の
転
用
許
可
申
請
の

受
付
締
切
り
は
、
毎
月
１0
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
１0
日
が
休
日

の
場
合
は
、前
日
締
切
り
で
す
。

（
届
出
の
場
合
は
随
時
受
付
）

　
農
地
法
第
３0
条
に
基
づ
き
、

１0
月
か
ら
市
内
全
農
地
を
対
象

に
、
遊
休
農
地
等
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
時
に
、
農
地
へ

の
立
ち
入
り
や
聞
き
取
り
等
ご

協
力
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
農
地
所
有
者
の
方
は
、
農
地

の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
甲
府
市
農
業
委
員
会
で
は
、

２4
年
度
目
標
と
活
動
計
画
を
、

次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

１
．
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

［
現
状
］

　
管
内
農
地
　
１
，
７
５
９
ha

　
遊
休
農
地
　
３
４
４
ha

［
課
題
］

　
農
家
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が
発
生

し
て
い
る
。
調
査
の
実
施
と
発

生
防
止
の
呼
び
か
け
に
努
め
、所

有
者
へ
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

［
目
標
］

　
解
消
面
積
　
１5 

ha

［
考
え
方
］

　
所
有
者
に
対
す
る
指
導
と
、

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
と
協

力
し
、解
消
の
実
現
に
努
め
る
。

［
活
動
計
画
］

　
利
用
状
況
調
査

　
　
　
　
１0
月
～
１１
月

　
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
１１
月
～
３
月

　
指
導
時
期

　
　
　
　
４
月
～
３
月

２
．
担
い
手
の
育
成
確
保

［
現
状
］

　
農
家
数
　
２
，３
９
９
戸

　
認
定
農
業
者
　
２
６
１
経
営

［
課
題
］

　
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対

策
及
び
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営

体
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

［
目
標
］

　
認
定
農
業
者
増
　
８
経
営

［
考
え
方
］

　
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
と
連
携
し
、
認
定
農
業
者
の

掘
り
起
こ
し
を
図
る
。

３
．
農
地
の
利
用
集
積

［
現
状
］

　
管
内
農
地
　
１
，７
５
９
ha

　
集
積
面
積
　
１
０
７
ha

［
課
題
］

　
農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢

化
等
が
、
農
地
の
有
効
利
用
を

図
る
上
で
の
課
題
で
あ
る
。

［
目
標
］

　
集
積
面
積
　
新
規
設
定
8.8 

ha

［
考
え
方
］

　
利
用
権
設
定
制
度
の
周
知
を

図
り
、
地
元
委
員
に
よ
る
結
び

つ
け
活
動
を
推
進
す
る
。

　
ブ
ド
ウ
は
前
号
で
も
紹
介
し

た
山
梨
県
が
作
出
し
た
新
品
種

『
甲
斐
の
く
ろ
ま
る
』
で
す
。

大
粒
、
食
味
良
好
で
着
色
性
に

優
れ
、
盆
前
出
荷
が
出
来
る
早

生
品
種
と
し
て
期
待
を
集
め
る

品
種
で
す
。
画
像
は
、
県
果
樹

試
験
場
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
祭
り
の
写
真
は
、
桜
井
町
で

前
夜
祭
か
ら
盛
大
に
開
催
さ
れ

る
春
の
例
大
祭
風
景
で
す
。
御
神

体
の
天
王
神
社
の
常
夜
燈
に
は
、

安
政
６
年（
１
８
５
９
年
）１２
月
吉

日
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
の
皆
様
始
め
、
原

稿
や
画
像
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
皆
様
、
取
材
に
応
じ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
等
、
ご
協
力
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
紹
介

 

編  

集  

後  

記

農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
い
ま
す

平
成
24
年
度
の
委
員
会

活
動
目
標
と
計
画
に
つ
い
て

農
業
委
員
さ
ん
が

　
替
わ
り
ま
し
た

転
用
申
請
の
受
付
締
切
り
は

毎
月
10
日
で
す
。

右左口町（２６６-２７４７）

土
つ ち

屋
や

  正
ま さ

人
ひ と

  委員

（農地の利用状況調査時）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

甲
府
市
農
業
委
員
会

☎
０
５
５

−

２
３
７

−

５
８
９
２


